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る夫と結婚し、居住している日本人女性で、30 代後半である。インタヴューは I さんのホテ
ルのレストランで 2012 年 3 月に行なった。
子どもの頃は、絵本を読んでおとぎの国のようなオリエンタルあるいはエキセントリック
な憧れはあったが、インドについては全く知らなかったという。インドへのきっかけは、
2006 年に知人の勧め、勢いではじめて訪れたことだという。2006 年頃のインドは、BRICs の
一員として経済成長率 9% 台という成長を続けている時期で、1998 年から 2004 年までヒンド
ゥー至上主義の立場をとるインド人民党のバジパイ政権から 2004 年に国民会議派のシン政権
へと交代した政治的にも変動した時期である。
I さんと夫の J さんの出会いは、知人の紹介で来たヴァラナシィのホテルを J さんが経営し
ていたことで出会った。J さんはベンガル人である。結婚のきっかけは、恋愛と、異国で生活
するにあたっての不安要因を補えると思われる信頼をもてたことが重要だったとしていた。
2006 年 11 月に裁判所に受理されたが、結婚式は受理より先で、出会って半年後に行なったそ
うである。結婚に関しては、家族からは特には反対されなかったが、J さんのお母さんが高齢
だったため、外国人との婚姻を申し出にくかったということはあったようである。J さんの家
族（兄二人姉二人 50 歳代から 40 歳代）は離れて住んでおり、末子で未婚だったので認めて
くれたという。これは、デリーに家族は住んでいて各々の仕事柄外国人が珍しくなかったの
と、全員が 1970 年代から 80 年代に恋愛婚をしているという背景もあったと I さんはしてい
る。I さんの母親は旅行には反対だったが結婚には賛成だったそうだ。日本帰国後、再びイン













つまり、I さんも J さんも「SUPER」という存在が「在る」と、信じているという。













































































































識している（17）。Sinha と Saraswati は「ヴァラナシィはいつも言語の都市であった。地球上
のもっとも古くから連続的に住んでいる都市の中には、今日でさえヴァラナシィの最初のエ
リアは “エスニシティのポケット”から構成されている」（Sinha and Saraswati, 1978）と指
摘している通り、古くからさまざまな人々から成る都市であるゆえに言語が重要なのである。
そこでみんなが理解し、話すことのできる言語が必要となってくるのである。「ヴァラナシィ
において共通語、ヴァラナシィ ･ ボーリーと共通経済的基盤はヴァラナシィ ･ コミュニティ
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